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◇ 第１学年 ４クラス １３８名
２・３年生も各４クラス 合計４４０名

◇ 男女比 およそ５：６
男子 ２０１名 女子 ２３９名

◇ 通学地区
加賀市内 ２８５名 他地域 １５５名

◇ 教諭 ３０名 養護教諭 １名
芸術科・家庭科は非常勤講師

◆ ＧＩＧＡモデル校
１年生全員に１人１台Chromebook貸与
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◇ ５月１９日 センター「ＧＩＧＡ出前研修」実施
◇ ５月下旬 Chromebook保管場所の設置
◇ ６月上旬 １年生用Chromebook届く
◇ ６月９日・10日

１年生徒及び教員に一人一台配付
◇ ６月１１日～ 各教科で利用開始
◇ ６月 ICT活用前提の公開授業（全教員）
◇ ７月上旬 校内研修（希望教員）
◇ ７月中旬 アンケート実施
◇ ７月下旬 生徒持ち帰り実施
◇ 様々な教育活動での活用
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◇ ５月１９日 センター「ＧＩＧＡ出前研修」実施

○おおむね好評
△レベル別実施で更に効果的になる
△教科ごとの講習会や実践例の紹介が欲しい
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◇ ５月下旬 Chromebook保管場所の設置

○生徒机と100均グッズで工夫した
△充電コードが「もじゃもじゃ」で見栄えが悪い
△返却確認に手間がかかる（担任と教頭が担当）
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◇ ６月上旬 １年生用Chromebook届く

○段ボール１５箱と思いのほかコンパクトだった
△９月返却時の梱包に手間が予想される



7

◇ ６月９日・10日
１年生徒及び教員に一人一台配付

○製品番号と使用生徒の紐づけを生徒自ら登録
○中学校で利用経験があり生徒は操作に慣れている
△クラスで一斉に操作を行うとWifiにつながりにくい
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◇ ６月１１日～ 各教科で利用開始
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◇ ６月１１日～ 各教科で利用開始【国語】

選んだ選んだ和歌の情報をChromebookで収集し、
ロイロノート･スクールを用いてプレゼンテーションの
用意をする

活用場面
国語総合（古典）
・プレゼンテーションを
作成し、発表する
・自己評価、相互評価
をする
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◇ ６月１１日～ 各教科で利用開始【国語】

（上）ロイロノート･スクールを用いて発表する
（下）Google Formsを用いて発表の評価をする

活用場面
国語総合（古典）
・プレゼンテーションを
作成し、発表する
・自己評価、相互評価
をする
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◇ ６月１１日～ 各教科で利用開始【地歴公民】

活用場面（現代社会）
・各国の選挙制度に
ついて調べる活動
・調べた情報をグループ
で共有、整理する活動

グループのメンバーがそれぞれ異なる国の
選挙制度を調べている



12

◇ ６月１１日～ 各教科で利用開始【地歴公民】

調べ学習で得た情報を、Google Jamboard内の
付箋に貼り、グループで共有、整理している

活用場面（現代社会）
・各国の選挙制度に
ついて調べる活動
・調べた情報をグループ
で共有、整理する活動
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◇ ６月１１日～ 各教科で利用開始【数学】

Ｇｅｏｇｅｂｒａ上で数値を変更し、グラフがど
のように変化するのか確認している。

活用場面（数学Ⅱ）
・三角関数のグラフの
θ軸方向への拡大・
縮小の考察
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◇ ６月１１日～ 各教科で利用開始【数学】

活用場面（数学Ⅱ）
・三角関数のグラフの
θ軸方向への拡大・
縮小の考察

生徒の画面
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◇ ６月１１日～ 各教科で利用開始【理科】

活用場面（化学）
・ロイロノート・スクール
を用いて、個人の考察
を全体で共有する

様々な金属イオンの分離方法を考察し、
各個人で考えた分離方法をロイロノート･スクール
を用いて提出し、全体で共有している。



16

◇ ６月１１日～ 各教科で利用開始【理科】

活用場面（化学）
・ロイロノート・スクール
を用いて、個人の考察
を全体で共有する

スクリーンには全員の考察が映し出されていており
それらを見ながら自分の考えを発表する。
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◇ ６月１１日～ 各教科で利用開始【保健体育】

活用場面（保健）
・課題の解決に向けて
ブレインストーミング
で意見交換する場面

Jamboard上の付箋で意見交換することにより
対面式で行う意見交換に比べて活発な意見交換
が行われた。
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◇ ６月１１日～ 各教科で利用開始【保健体育】

活用場面（保健）
・課題の解決に向けて
ブレインストーミング
で意見交換する場面

タッチパネルで付箋を移動させることで簡単に意見を
まとめることができる。
他の人が考えた改善策を共有することができる。



19

◇ ６月 ICT活用前提の公開授業（全教員）
➢ 教員がICTを活用することが必須条件
➢ 「ＧＩＧＡの見どころ」を事前に周知
➢ 参観者の感想を授業者にフィードバック

⇒２学期には生徒が活用することを
前面に出した研究授業を
各教科で実施（教科で一人ずつ）
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◇ ７月上旬 校内研修（希望教員）
➢ ＧｏｏｇｌｅＣｌａｓｓｒｏｏｍの使い方
➢ ロイロノート・スクールの使い方

○生徒目線で操作ができたこと
△レベル別に行ってほしかった
△教科独自の講習会もぜひ行ってみたい
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◇ ７月中旬 アンケート実施
➢ 教員用アンケート（県教委調査）
➢ 生徒用アンケート（県教委調査）
➢ GIGAスクール構想に係る校内研修
及びChromebookの活用状況に関する
緊急調査（本校独自調査）
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➢ 教員用アンケート（県教委調査）
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授業での活用方法の知識

Chromebookについて

ある（他の教員や生徒に教えられる）

ある程度ある（普通に使える、わからないことも自分で調べられる）

あまりない（周囲に聞いたり説明を受けないと使えない）
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○機器の使い方は初期の研修を通して理解している
△授業での活用方法に関する研修が必要
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➢ 教員用アンケート（県教委調査）
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生徒が自宅学習時にこのツールをどう使えばいいか
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Googleフォームについて

ある（他の教員や生徒に教えられる）

ある程度ある（普通に使える、わからないことも自分で調べられる）

あまりない（周囲に聞いたり説明を受けないと使えない）

ない（全く知らない）

△授業活用や自宅学習利用に関する研修が必要
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➢ 教員用アンケート（県教委調査）
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➢ 教員用アンケート（県教委調査）
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◇ 授業活用の教科での共有

教科の特性に応じた使い方を試すために

◇ 検索や動画視聴を超えた活用が求められる

「とりあえず使う」段階から次の段階へ

◇ ＩＣＴを活かした授業設計力の向上を目指す

定期的な実践例共有研修を実施する

◇ 意見の深化や発表を重視した使用を目指す

生徒の学びの質を高める活用を探る
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➢ 生徒用アンケート（県教委調査）
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➢ 生徒用アンケート（県教委調査）
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➢ 生徒用アンケート（県教委調査）
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◇ 基本操作は概ねできている

ただしＭｅｅｔは必要性に迫られていない

◇ 授業での活用がＣｌａｓｓｒｏｏｍに限定

ＪａｍｂｏａｒｄやＭｅｅｔの利用可能性を探る

◇ 活用効果があると捉える生徒が多い

一割ほどの「効果なし」への今後の対応

◇ 意見の共有に効果的

深まり，発表ともに生徒は好意的反応
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➢ ＧＩＧＡで整備された通信回線の利用

• 始業式や壮行式をオンラインで

• オンライン講演会

• 外部人材によるリモート講話（双方向）

➢ ＧＩＧＡで整備された端末の活用（２・３年生）

• グループ活動で利用

• 少人数授業で利用（理科，数学）
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様々な教育活動での活用
➢ ＧＩＧＡで整備された通信回線の利用

• 始業式や壮行式をオンラインで
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様々な教育活動での活用
➢ ＧＩＧＡで整備された通信回線の利用

• オンライン講演会（ＳＣによる講話）
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様々な教育活動での活用
➢ ＧＩＧＡで整備された通信回線の利用

• 外部人材によるリモート講話（双方向）
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様々な教育活動での活用
➢ ＧＩＧＡで整備された端末の活用

• グループ活動で利用（２・３年生）
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様々な教育活動での活用
➢ ＧＩＧＡで整備された端末の活用

• 職員会議のペーパレス化
ＧｏｏｇｌｅＣｌａｓｓｒｏｏｍを利用している
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◇ 活用実践の広がり

・授業の振り返りや小テストをフォームで行う

・練習問題の解答をＣｌａｓｓｒｏｏｍで配信

・グラフツールによる視覚化（Ｇｅｏｇｅｂｌａなど）

・ロイロノートによる意見や成果物の共有

・実技科目での動画撮影とその共有

◇ 授業構成の変化

・板書の時間短縮による思考時間の確保

・具体物に拠らないイメージ化が可能

・容易な意見共有による生徒の考えの深まり
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◇ 教員の演示から生徒活用への転換

・教員の授業設計能力を高める

・研修やコンテンツ等のサポート体制の充実

◇ 生徒の活用意識の差異

・活用意識に起因する学力差の拡大危惧

・ルールを逸脱した目的外使用の制限

◇ 環境のさらなる整備

・２年３年生への一人一台配付の実現

・校内すべてのＷｉｆｉ整備と通信の安定



40

ご静聴ありがとうございました。

ご意見やご質問をお寄せください。

大聖寺高等学校 髙野 英樹
h_takano@ishikawa-c.ed.jp


